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題

を
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ま
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！

就
任
あ
い
さ
つ

　
町
民
の
み
な
さ
ま
、
私
は
教
員

及
び
教
育
行
政
職
員
と
し
て
の
勤

務
の
後
、
昨
年
度
の
教
育
研
究
所

の
設
置
と
と
も
に
勤
め
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の

度
、
令
和
元
年
10

月
12

日
付
け
で

教
育
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
身
に
余
る
光
栄

に
存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
職

責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
も
と
よ
り
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
れ
ま
で
教
育
を
天
職
と

し
携
わ
っ
て
参
り
ま
し
た
38

年
余

新
し
い
教
育
長
が
任
命
さ
れ
ま
し
た

の
経
験
を
糧
に
、
佐
川
町
の
教
育
・

文
化
の
発
展
に
力
を
尽
く
す
た
め
、

誠
心
誠
意
努
め
て
参
り
ま
す
。
　

　
特
に
、
文
教
の
町
と
し
て
連
綿

と
継
承
し
て
き
ま
し
た
教
育
的
風

土
を
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
基

本
と
し
、
学
校
教
育
で
は
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
の
連
携
を
一
層
進
め

「
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を
持
ち 

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く 

未
来
を
切

り
拓
く
子
ど
も
た
ち
の
育
成
」
を

目
指
し
ま
す
。
社
会
教
育
で
は
、

町
民
の
み
な
さ
ま
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
、
学
び
を
深
め
学
ぶ
喜
び

を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
の
環
境

の
充
実
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
支
援
な
く
し
て
は

実
現
し
ま
せ
ん
。
み
な
さ
ま
の
一

層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

障
害
者
の
居
場
所
に
！ 

寄
付
金
贈
呈

加
茂
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
自
生
地
整
備

　
10

月
９
日
、
障
害
者
の
居
場
所
を
守
ろ
う
と
寄
付

を
呼
び
か
け
て
い
た
「
わ
く
わ
く
ク
ラ
ブ
」
に
よ
っ
て
、

「
こ
じ
ゃ
ん
と
は
た
ら
来
家
さ
か
わ
」
に
33

万
８
３
０

２
円
が
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
呼
び
か
け
に
は
、

佐
川
町
母
親
大
会
実
行
委
員
会
、
子
ど
も
の
未
来
を

語
る
会
、
新
婦
人
、
び
人
連
、
町
職
員
組
合
、
高
北

病
院
組
合
、
教
組
、
各
保
育
所
、
町
内
の
小
中
学
校
、

JA

な
ど
、
多
く
の
団
体
・
個
人
か
ら
の
協
力
が
あ
り
、

最
終
的
に
６
１
１
人
か
ら
寄
付
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
、
今
後
同
事
業
所
の
運
営
等
に
役
立
て

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
10

月
10

日
、
加
茂
中
学
校
２
年
生
16

名
が
、
バ
イ

カ
オ
ウ
レ
ン
の
自
生
地
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
同
中

学
校
で
は
、
地
域
の
魅
力
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
を
目

的
に
、
今
年
度
か
ら
総
合
学
習
の
授
業
の
一
環
と
し

て
、
地
域
の
宝
で
あ
る
バ
イ
カ
オ
ウ
レ
ン
の
育
成
や

自
生
地
の
整
備
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
加
茂
の
里
づ
く
り
会
の
メ
ン
バ
ー
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
生
徒
た
ち
は
か
ぶ
さ
る
枯
枝
の
除

去
や
草
引
き
に
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

　
毎
年
多
く
の
フ
ァ
ン
が
訪
れ
る
２
月
の
開
花
時
期

が
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

教育長　濵田陽治
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         かわせみ

風しんの抗体検査と予防接種を受けましょう！

平成 30 年 7 月以降、30 歳代～ 50 歳代の男性で

風しんが流行しています。公的な予防接種を受ける機

会がなかった昭和 37年 4月 2日から昭和 54年 4月

1日の間に生まれた男性は、風しんの抗体保有率が他

の世代に比べて低く (約 80％ ) なっています。

そこで、令和 4年 3月 31日までの期間に限り、昭

和 37年 4月 2日から昭和 54年 4月 1日の間に生ま

れた男性へ、抗体検査・予防接種を無料で受けること

ができるクーポン券をお届けします。

■本年度は昭和 47年 4月 2日～昭和 54年 4月 1日

生まれの男性にクーポン券を送付しました。

■来年度以降、昭和 37年 4月 2日～昭和 47年 4月

1日生まれの方へクーポン券を送付する予定です。

なお、本年度中の抗体検査・予防接種を希望される

方については、クーポン券を発行しますので健康福

祉課までご連絡ください。

「風しん」とは

風しんは、感染者の飛まつ ( 唾液

のしぶき ) などによって他の人にう

つる、感染力が強い感染症です。妊

娠早期の妊婦が風しんに感染する

と、出生児が先天性風しん症候群 ( 眼

や耳、心臓に障害がでること ) にな

る可能性があります。また、大人に

なって感染すると、無症状～軽症の

場合が多いですが、まれに重篤な合

併症を併発することがあります。

無症状でも他人に風しんをうつす

ことがあるので、感染を拡大させな

いために、社会全体が免疫を持つこ

とが重要です。

問健康福祉課地域サポート係　電話22-7705

昭和 37年 4月 2日～昭和 54 年 4月 1日生まれの男性の方へ


